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１．はじめに 

 近年、特に物理学の学習者減少傾向が続いている。江沢によると、「高校生の物理の履修者が減少し

つつあり、現在ではわずか 2 割になってしまった。具体的に言えば、高校理科教育における物理の履

修率が 1970 年 93%、1980年 76%、1990年 33%、1994年 10%と激減している」[1]以来 20年は日本が危

ないという状況にあると主張されている[2]。物理分野への興味・関心を持たせるためには、物理分野

以外からのアプローチが必要である。そこで、振動・波動の分野の教材としてグラスハープがとりあ

げられてきた。[3－8]しかし、グラスハープを教材とするにはまだ多くの明確なメカニズムが得られ

ていない。また、グラスハープで起こっている共鳴がどの様な共鳴なのか、明確なメカニズムに関す

る報告はない。そこで、本研究では、グラスハープにおける共鳴現象に関する知見を得ることを目的

とした。 

 

２．実験方法 

  今回の実験では、波源の座標を移動させずにグラスを共振させるために

卓上電動ろくろを使用し、ろくろの上にストレートグラス、ワイングラスの

２つのグラスを固定させて実験を行った。ストレートグラスの実験では、グ

ラスの中に水道水を注ぎ、その縁を濡れた指で擦ることでグラスから共鳴音

を発生させた。共鳴音をマイクで録音し、フーリエ変換にて波形解析を行っ

た。ストレートグラスに注ぐ水の量を 100ml-200ml と変え、共振周波数と気

柱体積の関係から評価をした。また、共鳴時の波の動きを分析するためにワ

イングラスの水面を高速度カメラで撮影した。撮影条件は 3000fps である。

ストレートグラスでの実験も同様に行った。 

 

３．結果 

グラスの空間体積と共振周波数を変化させて共振周波数を測定し

たところ、グラスの縁近くまで水を入れたグラスでも共振現象を確認

した。この結果から一般に言われているグラスハープの共鳴は気柱共

鳴とヘルムホルツ共鳴のどちらでもないと推測される。図 2 はろくろ

を使用し、波源を移動させずに定常波を作った状態を 3000fps で動画

撮影をした共鳴時の水面の波の写真である。得られた写真より、グラ

スの壁面近傍に生じた波の波長は 10mm であった。先行研究でも共鳴

時にグラスの円周を 2波長とする波と円周上を移動する波を確認してい

る［7］。 
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